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した．ST上では，基準値より 1オクターブ高い 12 STが 260 Hz，2オクターブ高い 24 ST























       表１ 分析されたアクセント単位数（アクセント型別） 
アクセント １型 ２型 ３型 ４型 ５型 ６型 その他 計 










 卓立型音調は，ピッチ周波数領域がおおよそ 12～24 ST区間，すなわちピッチの基底値か




 二つの音調モードの例を図 1 (1)(2)に示す．図中(1)は，卓立型音調と従属句の非卓立型
音調が組み合わさった例である．(2)は，前置き的発話で，非卓立型音調モードのみから成
る例となっている． 
     図 1 (1) 卓立型音調モードと非卓立型音調モードの例 
図 1 (2)  非卓立型音調モードの例 
 
３.２ アクセント拍の音調形式とアクセント位置 






・下降音調(Falling Pitch: FP) 下降ピッチの音調形式 
 ・平坦音調(Level Pitch: LP)  拍内ピッチの傾きの絶対値が 0.1 ST/FR 未満の場合を
平坦のピッチとした． 
 ・上昇音調(Rising Pitch: RP) 上昇ピッチの音調形式 
  ・その他，上昇・下降音調(Rising+Falling Pitch: R&FP)，平坦・下降音調(Level+Falling 














































  図 2 アクセント拍の各種音調形式 
     （「猫」を含む各種アクセント単位のピッチパタン） 
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        表２ アクセント遅下がり生起数（アクセント型別） 
 1型ア 2型ア 3型ア以上 計 
遅下がり生起数 59 (72.8%) 11 (13.6%) 11 (13.6%) 81 
 
     図 4  アクセントの「遅下がり」の例 
 




























































図 6 アクセント位置と拍末の高さの関係   図 7 アクセント位置と次拍末の高さの関係 







































   表３ アクセントの高さからのピッチの拍内下降（下降調）と拍間下降（平坦・上昇） 
アクセント拍音調形 下降 平坦 上昇 
アクセントの高さ(ST) 10 10 20 10 20 
ピッチ降下量(ST) 1.42 3.39 3.14 2.43 2.71 
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